
  コロナを吹き飛ばす！元気な「は～い！」  ～つばさ幼稚園入園式～

生中継・録画中継で
本会議を傍聴出来ます。

議会映像配信の議会映像配信の
お知らせお知らせ

令和2年4月発行 No.59

令和２年度予算特集･･････････････････ P2〜 7
令和２年第１回定例会の審議結果は？･･･ P8〜10
ここが聞きたい！一般質問 “１０人が質問しました”
　　　　　　　　･････････････････P11〜16
議会の活動を報告します･･････････････P17〜19

令和２年度の予算が

可決されたよ。

   注目事業は！

令和2年第２回定例会の予定
･････裏

表
紙 鉾田市マスコットキャラクター
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どう使われるの？　私たちの税金 チェックして
チェックして みましょう!!
 みましょう!!

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
は

前
年
度
比
１４
・
１
％
増
の
２
３
６
億
４
８
０
０
万
円

　
主
な
予
算
額
増
の
要
因
と
し
て
は
、
市
道
維
持
補
修
事
業
及
び
道
路
新
設
改
良
事
業
な
ど
に
よ
る
土
木
費
の
増
、
大
洋
中
学
校

区
統
合
小
学
校
整
備
事
業
及
び
閉
校
を
活
用
し
た
社
会
教
育
複
合
施
設
整
備
事
業
に
よ
る
教
育
費
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
よ
り
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
か
ら
下
水
道
事
業
会
計
に
移
行
し
、
水
道
事
業
会
計
と
あ
わ
せ
て
企
業

会
計
に
な
り
ま
し
た
。（
※
１
）

一般会計　歳入

歳入総額歳入総額
236億4800万円236億4800万円

その他　
ゴルフ場利用税交付金　2300万円
など　　　　　　 計4億3024万円

その他
寄附金　　　　　　1億2000万円
使用料及び手数料　1億5430万円
など　　　　　　計7億6680万円

市税
50億5980万円

自主財源自主財源
30.9％30.9％

依存財源依存財源
69.1％69.1％

繰入金
12億8167万円

地方交付税
59億6000万円

国庫支出金
38億9595万円

  県支出金
15億1669万円

地方消費税交付金
9億5745万円

市債
35億7940万円

繰越金
2億円

議会だよりNo.53で
用語の解説をしているよ！
いっしょに見てみてね！

令
和
２
年
度
予
算
特
集　

ど
う
使
わ
れ
る
の
？ 

私
た
ち
の
税
金
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会 計 名 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 増 減 額 増 減 率
一 般 会 計 236億4800万円 207億1700万円 29億3100万円 14.1％
特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 71億5891万円 72億4433万円 △ 8542万円 △ 1.2％
後 期 高 齢 者 医 療 5億7848万円 5億4273万円 3575万円 6.6％
介 護 保 険 47億9816万円 47億3926万円 5890万円 1.2％
農 業 集 落 排 水 事 業 2億2747万円 2億2095万円 652万円 3.0％
公 共 下 水 道 事 業 下水道事業へ移行

（※１） 5億2481万円 △5億2481万円 ―
企
業
会
計

水 道 事 業 21億7308万円 21億1207万円 6101万円 2.8％
下 水 道 事 業 7億898万円 ― 7億898万円　 ―

合 計 392億9308万円 361億114万円 31億9194万円 8.8％

■令和２年度予算特集
どう使われるの？　私たちの税金

一般会計　歳出

一般会計予算
236億4800万円
対前年度比　14.1％の増

議会費
1億5552万円

　総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　
16億9006万円

民生費
77億5437万円

衛生費
21億3120万円

農林水産業費
7億8554万円

商工費
2億3601万円

土木費
31億5815万円

消防費
18億8367万円

教育費
34億903万円

公債費
23億427万円

その他
災害復旧費　　  　2千円
諸支出金　1億2019万円
予備費　　　  2000万円　
計　　　　1億4019万円

※予算額は四捨五入により記載しているため、合計等が一致していない場合があります。

歳出総額歳出総額
236億4800万円236億4800万円

令
和
２
年
度
予
算
特
集　

ど
う
使
わ
れ
る
の
？ 

私
た
ち
の
税
金
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主な事業

主な事業 主な事業
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令
和
２
年
度
予
算
特
集　

注
目
事
業

土木費全体の予算は前年度比58.3％増土木費全体の予算は前年度比58.3％増
　　　　　　「自然災害に強いまちづくり」を推し進めます　　　　　　「自然災害に強いまちづくり」を推し進めます

社会教育等複合施設を整備社会教育等複合施設を整備

ICT 環境整備で情報教育推進ICT 環境整備で情報教育推進 さんて旬菜館をリニューアルさんて旬菜館をリニューアル

「道路整備事業」で緊急自然災害防止対策事業を実施
国が防災インフラの整備を推進するために新たに創設した有利な地方債「緊急自然災害防止対策事
業債」を活用し、市内全域を対象に大雨時等に冠水被害が生じている道路の排水整備を実施します。

廃校を活用した拠点づくり
旧徳宿小学校を活用し、郷土資料館の整備、
あけぼの館やすずらんルームの移設、文化
活動団体及びスポーツクライミングの拠点
として整備します。

タブレット端末を整備
国のGIGAスクール構想を推進。小・中学校
に一人一台のタブレット端末と高速大容量
の通信ネットワークを順次整備します。
。

鉾田市の農業の魅力を発信
鉾田市の農業の魅力をさらに発信すべく、
農産物や水産品をその場で食べられるイー
トインコーナーを設置します。

道路建設課

生涯学習課

教育総務課 農業振興課

校　舎校　舎

体育館体育館

・郷土史、
　文化資料の
　展示コーナー
・あけぼの館
・すずらんルーム
　　　など

・スポーツクラ
　イミング施設



主な事業

主な事業

主な事業
主な事業

主な事業

主な事業
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令
和
２
年
度
予
算
特
集　

注
目
事
業

特 集 令和令和２２年度年度  注目注目のの事業事業をを
※写真やイラストはイメージです。

check!

市民の生命を守るために市民の生命を守るために

大洗町とごみ処理施設建設で連携大洗町とごみ処理施設建設で連携

子どもの発達相談を身近に子どもの発達相談を身近に スマホでクレジットカード決済スマホでクレジットカード決済

仕事と子育ての両立を支援仕事と子育ての両立を支援

防災減災対策を万全に
　超高密度気象観測機器を４台導入
　自主防災組織の育成支援
　防災士育成支援　　　などを実施

広域ごみ処理施設建設を推進
大洗町とごみ処理施設建設に向けて協議会
を設立。適地選定などを行います。

鉾田保健センターで実施します
　身近に発達相談を受ける機会を提供
　両眼視機能検査装置を導入
　　　　　　　　　〈３歳児視力検査〉
　新生児聴覚検査を実施

納税にクレジットカード決済
納税者の納付方法拡充と利便性の向上を図
ります。（※10月以降導入予定）（※10月以降導入予定）

児童クラブで時間外保育実施
公立児童クラブ（鉾田南・大洋西・大洋東児童
クラブ）において、時間外保育を実施します。

危機管理室

生活環境課

健康増進課
収納課

子ども家庭課

・市県民税
・固定資産税
・軽自動車税
・国民健康保険税

効率的な農地の活用を目指して効率的な農地の活用を目指して

地域の農業者と話し合います
農地利用実態把握調査（アンケート）実施
今後の利用意向を地図化
地域座談会（３３地区）開催
農地の集積・集約化をとりまとめ

農業振興課
農業委員会
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令
和
２
年
度
予
算
特
集 

予
算
特
別
委
員
会　

主
な
質
疑

予
算
特
別
委
員
会

［
３
月
13
日　
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
当
初
予
算
案
を
是
々
非
々
で
問
い
質
し
ま
し
た
。］　

主
な
質
疑

人
口
減
少
対
策
の
取
組
み
は

鉾
田
市
版
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

は
。

仲
人
の
役
割
を
果
た
す
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
男
女

の
結
婚
相
談
業
務
を
行
い
成
婚
を
促
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
の
導
入
経
緯
は

令
和
２
年
度
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
を
導
入

し
た
理
由
は
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
に
係
る
手
数
料
の
経
費
の

問
題
か
ら
事
業
導
入
を
見
合
わ
せ
て
き
た
。

し
か
し
、
国
・
県
の
税
金
徴
収
に
つ
い
て
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

市
税
の
納
付
に
関
し
て
も
市
民
か
ら
の
要
望

が
あ
り
事
業
の
開
始
を
図
る
。

鉾
田
市
観
光
物
産
協
会
の
設
立
に
不
安

（
仮
称
）
一
般
社
団
法
人
鉾
田
市
観
光
物
産
協

会
の
設
立
に
あ
た
っ
て
の
詳
細
な
事
業
計
画

は
。

現
段
階
で
の
詳
細
な
事
業
計
画
は
未
定
で
あ

る
。

一
般
社
団
法
人
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
明
確

な
収
支
計
画
を
含
む
事
業
計
画
案
や
法
人
の

運
営
方
針
案
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
。

安
塚
地
区
公
園
整
備
事
業
の
今
後
は

安
塚
地
区
公
園
整
備
事
業
に
お
け
る
工
事
請

負
費
の
内
容
と
今
後
の
計
画
は
。

公
園
ゾ
ー
ン
と
大
雨
に
よ
る
冠
水
対
策
と
し

て
の
湿
地
ゾ
ー
ン
を
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整

備
調
整
交
付
金
を
活
用
し
整
備
す
る
。

令
和
２
年
度
と
令
和
３
年
度
の
２
ヵ
年
を
１

期
工
事
と
２
期
工
事
に
分
け
て
発
注
し
、
総

事
業
費
約
２
億
７
千
３
百
万
円
程
度
を
見
込

ん
で
い
る
。

認
定
こ
ど
も
園
の
用
地
選
定
に
疑
問

用
地
選
定
委
員
会
等
を
設
け
ず
に
行
政
主
導

で
旧
鉾
田
小
学
校
敷
地
内
へ
認
定
こ
ど
も
園

建
設
を
決
定
し
た
経
緯
は
。

公
立
保
育
所
と
幼
稚
園
と
も
に
老
朽
化
が
顕

著
で
あ
り
、
ま
た
待
機
児
童
や
保
留
児
童
解

消
に
向
け
た
対
策
と
し
て
早
急
に
用
地
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

庁
議
で
議
論
を
重
ね
、
旧
鉾
田
小
学
校
敷
地

内
へ
の
新
規
建
設
を
決
定
し
た
。

旭
統
合
小
学
校
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

旭
統
合
小
学
校
整
備
事
業
の
令
和
２
年
度
の

進
捗
予
定
は
。

令
和
２
年
度
で
は
、
候
補
地
選
定
を
完
了
さ

せ
、
基
本
計
画
策
定
を
進
め
る
。

令
和
３
年
に
は
用
地
取
得
や
造
成
設
計
、
令

和
５
年
度
に
本
体
工
事
を
発
注
し
、
令
和
７

年
４
月
開
校
を
目
指
し
て
い
る
。

委員

委 員

委 員

委　員

委員

委員

委員

課 長

課長

課　　長

課　長

課　　長

課　　長

委 

員 

長　

二
重
作　

茂
兵
衛

副
委
員
長　

亀
山　

彰

委　
　

員　

議
長
を
除
く
議
員　

委
員
構
成

3月13日設置
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令
和
２
年
度
予
算
特
集 

予
算
特
別
委
員
会　

主
な
討
論　

／　

会
派
代
表
者
質
問

主
な
討
論

議
案
第
１
号

議
案
第
２
号

議
案
第
３
号

令
和
２
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
予
算

令
和
２
年
度
鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

令
和
２
年
度
鉾
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
市
民
生
活
向

上
の
た
め
に
新
た
に
取
り
組
む
施
策
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
積
極
的
な
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
個
別
事

業
計
画
や
財
政
計
画
の
準
備
不
足
が
露
呈
さ
れ
た
。
し
か

し
、
喫
緊
の
行
政
課
題
解
決
や
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
早

急
に
応
え
る
た
め
に
は
遅
延
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
全
力
で
臨
ん
で
ほ
し
い
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
多
く
の
指
摘
が

あ
っ
た
各
事
業
の
進
捗
な
ど
を
随
時
報
告
す
る
よ
う
求
め

た
う
え
で
賛
成
す
る
。

　

子
育
て
世
帯
が
増
税
と
な
る
内
容
で
、
十
分
な
財
源
が

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
子
育
て
支
援
に
反
す
る
の
で
反
対
。

　

歳
入
の
向
上
を
目
指
し
て
段
階
的
な
税
率
改
正
や
収
納

対
策
を
図
り
つ
つ
、
医
療
費
等
の
抑
制
を
継
続
し
、
財
政

状
況
の
健
全
化
も
計
画
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
予
算
は
妥

当
な
も
の
。

　

保
険
料
見
直
し
に
よ
る
税
率
の
引
き
上
げ
が
決
定
さ
れ
、

低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
均
等
割
９
割
軽
減
措
置
が
廃

止
さ
れ
る
な
ど
、
安
心
し
た
老
後
を
送
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
反
対
。

　

高
齢
者
医
療
の
充
実
の
た
め
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
適
切
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
賛
成
。

賛
　
成

賛
　
成

賛
　
成

反
　
対

反
　
対

市政を問う会派代表者質問会派代表者質問
急
激
な
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
一
手
は
何
か

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
市
長
】
人
口
減
少
問
題

は
喫
緊
の
課
題
と
し
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

ち
づ
く
り
の
基
盤
を
支
え
る
の
は

ひ
と
で
あ
り
、
こ
の
急
激
な
人
口

減
少
幅
を
緩
や
か
な
も
の
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

結
婚
か
ら
妊
娠
、
出
産
、
子
育

て
支
援
、
教
育
環
境
の
充
実
、
雇

用
の
場
の
創
出
、
住
宅
支
援
、
生

活
環
境
の
整
備
な
ど
横
断
的
に
切

れ
目
の
な
い
政
策
を
展
開
し
、
循

環
社
会
の
礎
を
築
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。イ

ン
フ
ラ
整
備
は
、
た
い

へ
ん
重
要
な
施
策
で
あ
る

が
多
額
の
予
算
が
必
要
と
な
る
。

市
長
が
考
え
る
一
番
に
力
を
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策
は
何
か

考
え
を
伺
う
。

【
市
長
】
好
循
環
を
支
え

る
ま
ち
づ
く
り
と
と
も

に
、
自
然
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
、
特
に
近
年
の
ゲ
リ

ラ
豪
雨
の
よ
う
な
大
雨
時
に
冠
水

被
害
が
生
じ
て
い
る
道
路
の
排
水

整
備
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

　

市
民
生
活
の
安
全
や
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
守
る
た
め
冠
水
対

策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

国
の
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策

事
業
が
道
路
防
災
ま
で
拡
大
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
当
該
制
度
を
で
き

る
限
り
活
用
し
、
必
要
な
対
策
を

講
じ
た
い
。

よ
り
よ
い
ま
ち
の
実
現
と

　  

便
利
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

公明党
鉾田市議団

入江　晃　議員

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
徹
底
し
た
行
政
改
革
に

つ
い
て

・
安
心
の
子
育
て
に
つ
い
て

・
頼
れ
る
福
祉
に
つ
い
て

・
活
気
あ
る
地
域
に
つ
い
て

・
誇
れ
る
ま
ち
に
つ
い
て

答

答

問問

3 月 5 日
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日
程　

／　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

３
月
３
日
〔
火
〕	

本
会
議

	

・
市
長
施
政
方
針
並
び
に
提
出

	

　
議
案
説
明

	

　
（
議
案
第
1
号
か
ら
第
30
号
）

３
月
５
日
〔
木
〕	

本
会
議

	
・
会
派
代
表
者
質
問

	
・
一
般
質
問

３
月
６
日
〔
金
〕	

本
会
議

	

・
一
般
質
問

３
月
10
日
〔
火
〕	

各
常
任
委
員
会

３
月
11
日
〔
水
〕	

本
会
議

	

・
議
案
第
８
号
か
ら
第
30
号
質
議
・

	

　
討
論
・
採
決

３
月
13
日
〔
金
〕	

本
会
議

	

・
市
長
提
出
議
案
説
明
・
質
議
・

	

　
討
論
・
採
決

	
 　

（
議
案
第
31
号
）　

	

・
議
案
第
１
号
か
ら
第
７
号
質
疑

	

　
（
令
和
２
年
度
当
初
予
算
案
）

	

・
予
算
特
別
委
員
会
の
設
置

３
月
16
日
〔
月
〕	

予
算
特
別
委
員
会

３
月
17
日
〔
火
〕	

予
算
特
別
委
員
会

	

議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別

	

委
員
会

３
月
18
日
〔
水
〕	

予
算
特
別
委
員
会

３
月
24
日
〔
火
〕	

本
会
議

	

・
議
案
第
１
号
か
ら
第
７
号
委
員
長

	

　
報
告
・
討
論
・
採
決

	

・
議
議
案
第
１
号
か
ら
第
３
号
提
出

	

　
議
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

	

・
閉
会　

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会

会
議
名

議員名

議案等

土
子
勝
也

羽
成
洋
一

鬼
澤
治
男

髙
埜
栄
治

井
川
倫
士

亀
山
　

彰

二
重
作 

茂
兵
衛

小
沼
　

勝

根
嵜
　

眞

水
上 

美
智
子

入
江
　

晃

岩
間
勝
栄

井
川
茂
樹

米
川
宗
司

山
口
　

德

田
口
清
一

堀
田
正
衛

高
野
　

衛

討 論
採
決
結
果

※ 議 案 等
　 について

賛 成 反 対

第
１
回
定
例
会

第２号
令和２年度鉾田
市国民健康保険
特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ● 山口 高野 可決

第３号
令和２年度鉾田
市後期高齢者医
療特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ● 髙埜 高野 可決

第12号
鉾田市国民健康
保険税条例の一
部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ● 小沼 高野 可決

○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　議：議⻑　　退：退席　　⽋：⽋席　　除：除斥

会
議
名

議　　　案　　　等

第
１
回
定
例
会

第 1 号 令和２年度鉾⽥市⼀般会計予算

第 4 号 令和２年度鉾⽥市介護保険特別会計予算

第 5 号 令和２年度鉾⽥市農業集落排⽔事業特別会計予算

第 6 号 令和２年度鉾⽥市⽔道事業会計予算

第 7 号 令和２年度鉾⽥市下⽔道事業会計予算

第 8 号 鉾⽥市福祉作業所の設置及び管理に関する条例の制定について

第 9 号 鉾⽥市いじめ問題対策連絡協議会等の設置に関する条例の制定について

第 10 号 鉾⽥市部等設置条例の⼀部改正について

主 な 日 程
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概
要　

／　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

　

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
３

月
24
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
市
長
か
ら
令
和
２
年
度
各
会
計
予
算
な

ど
計
31
件
が
提
出
さ
れ
、
議
員
か
ら
は
３
件
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
各
会
計
予
算
は
、
予
算
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
３
日
間
の
集
中
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

  　
（
☞
Ｐ
６
～
Ｐ
7
）

　

一
般
質
問
は
、
10
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
や
未
就
学
児
の
待

機
児
童
対
策
、
一
般
廃
棄
物
広
域
処
理
の
整
備
、
就

農
支
援
の
拡
充
、
災
害
時
の
電
力
確
保
な
ど
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
明
党
鉾
田
市
議
団
が

会
派
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
☞
Ｐ
7
、
Ｐ
11
～
Ｐ
16
）　

　

総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
は
、「
飯
名
地
区
市
有

地
に
関
る
利
活
用
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
」
な
ど
３
件
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会
で

は
「
豚
コ
レ
ラ
対
策
」
な
ど
３
件
、
厚
生
文
教
常
任

委
員
会
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
」
な
ど

２
件
の
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
並
び
に
議
員
提

出
議
案
す
べ
て
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
議
案
第
１
号
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
対
応
へ
の
決
議
書

（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て
」
並
び
に
議
議
案
第
２
号
「
令

和
２
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
附
帯
決

議
（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て
」
は
、
可
決
後
に
市
長

に
対
し
決
議
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。    （
☞
Ｐ
10 

）

会
議
名

議　　　案　　　等

第
１
回
定
例
会

第 11 号 鉾⽥市特別職の職員で⾮常勤のものの報酬及び費⽤弁償に関する条例の⼀部改正について

第 13 号 鉾⽥市営駐⾞場の設置及び管理に関する条例の⼀部改正について

第 14 号 鉾⽥市道路占⽤料徴収条例の⼀部改正について

第 15 号 鉾⽥市放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例の⼀部改正について

第 16 号 鉾⽥市⽴学校給⾷センターの設置及び管理に関する条例の⼀部改正について

第 17 号 ⿅島地⽅公平委員会共同設置規約の変更について

第 18 号 令和元年度鉾⽥市⼀般会計補正予算（第４号）

第 19 号 令和元年度鉾⽥市介護保険特別会計補正予算（第３号）

第 20 号 令和元年度鉾⽥市公共下⽔道事業特別会計補正予算（第４号）

第 21 号 令和元年度鉾⽥市⽔道事業会計補正予算（第３号）

第 22 号 市道路線の変更について

第 23 号 市道路線の廃⽌について

第 24 号 市道路線の認定について
第 25 号

〜

第 28 号
鉾⽥市公の施設の指定管理者の指定について

第 29 号 ⼈権擁護委員の推薦について　畠⻑弘⽒（鉾⽥市箕輪）

第 30 号 ⼈権擁護委員の推薦について　⽥⼭⽂恵⽒（鉾⽥市勝下新⽥）

第 31 号 令和元年度鉾⽥市⼀般会計補正予算（第 5 号）
議議案
第 1 号 新型コロナウイルスに対する対応への決議書（案）の提出について
議議案
第 2 号 令和２年度鉾⽥市⼀般会計予算に対する附帯決議（案）の提出について
議議案
第 3 号 鉾⽥市議会委員会条例の⼀部を改正する条例

概 　 　 要



1010

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会　

注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

決議書を市長へ提出し、対策を強く要望しました。

新型コロナウイルス対策に万全を！
議議案第１号　新型コロナウイルスに対する対応への決議書（案）の提出について

　今後、市内で新型コロナウイルスの感染者が確認され、感染蔓延期に至った場合
を想定した上で、万全の体制を確立する必要があるため要望するもの。 

（以下、決議書より抜粋）　
感染予防・行動指針を策定した上で、感染予防知識の正しい情報提供を行うこと。市庁舎
内での相談体制の確立を目指し協議をすること。特に多言語対応について取り組むこと。 
診療体制及び検査体制のより一層の確立と拡充について国・県へ要望し、加えて、感染患
者を受け入れる病床数の確保も同様に要望すること。 
感染予防物品の更なる調達に努めること。また市内の医療機関、介護施設や市関係機関
等に必要の範囲の中で物品の提供を行うこと。 
4 月以降の小中学校の休校措置の解除について、濃厚接触を避けるための配慮も含め、地
域の実情と科学的根拠に基づき判断すること。 
児童生徒向けに休校により生ずる学力格差への対応、成人者を含めての家庭で感じるスト
レス及び運動不足の解消等のために、必要な事項を検討し積極的な対策に努めること。
自粛等による長期的な経済停滞に対して、市で実施可能な経済対策の施策実行に向
け協議すること。また、収入保障を含めての経済対策や上記全ての市施策により発
生する予算措置への自治体負担の軽減策について、国・県へ改めて要望すること。

可 決

令和２年度一般会計に対する附帯決議を可決

議議案第2号　令和２年度鉾田市一般会計予算に対する附帯決議（案）の提出について

議案を議決する際に付け加えられる議会の要望のこと。
法律的な強制力はありませんが、政治的に尊重されるべ
きものとされています。

（以下、決議書より抜粋）　
　議案第１号令和２年度鉾田市一般会計予算の採決に当たり、鉾田市観光協会を（仮称）一
般社団法人鉾田市観光物産協会にする件、保育幼児教育再編整備事業委託料（認定こども園
設計業務委託料、測量等業務委託料）における認定こども園設立の件で、下記の意見を附する。

記
1. 一般社団法人設立にあたっては、明確な収支計画を含む事業計画案や法人の運営方針案を

議会に提出後、執行する事。
2. 一般社団法人化後４年目からの自立運営に向けての進捗等を議会へ報告する事。
3. 農産物直売所の指定管理に向けて、部会役員と慎重に協議を重ね、部会会員への説明は一

層丁寧に行う事。
4. 認定こども園設立にあたっては、待機児童、保留児童解消対策として、令和４年度開園に向

けて速やかに事業を進めると共に民間事業者へ配慮、調整協議をする事。
5. 認定こども園開園に向けて、職員数の充実や人事交流等による共通認識の醸成に努めると

共に、周辺道路等の環境整備や災害時等の安全対策を最大限行う事。
6. 公共施設新設、大規模改修等については、『鉾田市公共施設個別施設計画』を早期に策定し、

執行する事。また速やかに『総合計画』・『財政計画』及び『学校跡地利活用実施計画』等
において反映・位置づけを行い、議会に対して計画策定、事業進捗状況について随時報告
する事。

可 決
附帯決議
って何？



議員が市政全般の現状や方
針などを問うものです。
ここでは、一般質問を要約
して掲載します !!？？？一般質問とは？一般質問とは？

1111

議 員 名 質　問　事　項

井川　倫士

1 行政組織の適正人員と適正配
置について

2 改善 ･ 改革サイクルを創り出
す行政運営について

3
本市の郷土愛を育む施策と観
光振興策に関するビジョンに
ついて

4 各種相談業務の質の向上策に
ついて

高野　　衛

1 新型コロナウイルスへの対応
について

2 原子力災害に備えた広域避難
計画 ( 素案 ) 説明会について

3 大洋東児童クラブにおける不
適切な会計処理について

4 保育園の給食費軽減について

5 農地造成問題と農地転用など
について

6 豚熱 (CSP) ワクチン接種と負
担軽減について

7 工業団地進出企業と公害防止
協定締結について

根嵜　　眞
1 一人一人の健康と安心を支え

る地域づくりについて

2 鉾田市都市計画マスタープラ
ンについて

井川　茂樹

1 大規模災害について

2 未就学児の待機児童対策につ
いて

3 水鳥センターについて
4 市庁舎について

堀田　正衛

1 飯名地区市有地の利活用に
ついて

2 一般廃棄物広域処理事業に
ついて

3
舟木小学校跡地を活用した
道路整備及び駐車場整備に
ついて

議 員 名 質　問　事　項

髙埜　栄治

1 少子化対策ならびに若者定住
のための施策の充実について

2
文化遺産、自然景観及び産業
等を活かした教育活動の振興
ならびに観光等の地域活性化
推進について

入江　　晃

1 新型コロナウイルス肺炎に対
する市の対応について

2 高齢ドライバーを守るサポ
カー補助金について

3 社会教育複合施設整備事業に
ついて

4 就農支援の拡充について
5 農地バンクについて

亀山　　彰 1 安心安全に暮らせる地域コ
ミュニティ形成について

水上美智子

1 教育環境の充実について
2 枝粉砕機購入について
3 通学路の安全について
4 ホームページの活用について

小沼　　勝

1
台風 15 号 ･19 号及び 21 号
豪雨による被災者に対する補
助事業の進捗状況について

2 東京電力の業務システム障害
について

3 災害時の電力確保について

4 合併特例債事業の進捗状況と
今後の計画について

5 飯名地区市有地利活用につ
いて

検　索鉾田市役所ホームページ

鉾田市議会ホームページで
一般質問の会議録を公開しています!

①鉾田市のホームページへアクセス
   「http://www.city.hokota.lg.jp」
②市ガイド内の「鉾田市議会」クリック
③会議録をクリック
※今定例会の会議録は6月上旬公開予定です。

また、各議員のQRコードを読み込むことで、
一般質問の録画放送を再生できます。

ここが聞きたい!!　一般質問ここが聞きたい!!　一般質問
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会　

こ
こ
が
聞
き
た
い
!!　

一
般
質
問

||お
知らせ|お知らせ|

P12

P14

P15

P15

P16

P16

P12

P13

P13

P14
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行
政
資
料
は
、
本
市

に
限
ら
ず
、
分
か
り

に
く
い
と
一
般
的
に
言
わ
れ

て
い
る
。
文
書
作
成
の
際
に
、

重
要
視
・
優
先
し
て
い
る
点

な
ど
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
統
一
的
書
式
を
用

い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

さ
ら
に
組
織
と
し
て
、
ど
の

よ
う
に
指
導
し
て
い
る
の
か

伺
う
。【

総
務
部
長
】
行
政
資

料
で
い
わ
ゆ
る
公
用

文
に
つ
い
て
は
、
鉾
田
市
条

例
及
び
規
則
等
の
制
定
に
お

け
る
公
用
文
の
作
成
に
関
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
相
談
窓

口
や
感
染
予
防
対
策
、
さ
ら

に
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
の

検
査
機
関
の
確
保
、
感
染
時

の
治
療
先
な
ど
、
市
民
へ
の

情
報
提
供
を
早
急
に
行
う
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の

考
え
を
伺
う
。

【
健
康
福
祉
部
長
】
市

で
は
、
相
談
窓
口
や

感
染
予
防
対
策
な
ど
新
た
な

情
報
を
更
新
し
な
が
ら
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

広
報
紙
な
ど
で
周
知
し
て
い

る
。
ま
た
、
検
査
と
治
療
先

答

答

答

答

答

問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

問

一
般
質
問　

井
川 

倫
士 

議
員　

／　

高
野 

衛 

議
員

市民目線に立った
文書の作成を

新型コロナウイ
ルスへの対応は

る
規
程
及
び
常
用
漢
字
表
等

を
参
考
に
作
成
し
て
い
る
が
、

一
般
的
な
市
民
向
け
の
文
書

に
つ
い
て
は
、
統
一
的
な
書

式
は
な
く
、
各
課
で
対
応
し

て
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

組
織
と
し
て
の
指
導
は
、

主
幹
級
職
員
を
対
象
に
市
民

や
プ
レ
ス
向
け
の
発
表
の
仕

方
な
ど
を
行
う
研
修
会
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
は
主
幹

級
以
外
の
職
員
も
対
象
に
し

た
研
修
会
の
開
催
を
検
討
し

た
い
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の

に
つ
い
て
は
、
潮
来
保
健
所

や
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ

ン
タ
ー
へ
の
問
い
合
わ
せ
に

よ
り
、
感
染
者
指
定
医
療
機

関
を
案
内
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

市
独
自
の
相
談
窓

口
の
設
置
並
び
に

鉾
田
保
健
所
に
お
い
て
も
相

談
窓
口
を
設
置
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
検
査
体
制
を
充
実

さ
せ
る
観
点
か
ら
県
に
必
要

な
要
望
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

【
健
康
福
祉
部
長
】
現

在
の
と
こ
ろ
、
相
談

拡
大
に
伴
い
、
学
校
休
校
に

関
す
る
文
書
を
保
護
者
向
け

に
配
布
し
て
い
る
。
こ
の
中

で
学
童
保
育
の
実
施
方
法
や

給
食
費
返
金
な
ど
保
護
者
が

休
校
に
際
し
て
、
関
心
が
高

い
で
あ
ろ
う
関
連
の
内
容
が

書
か
れ
て
お
ら
ず
、
縦
割
り

的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
目
線
に
立
っ
た
文
書
の

記
載
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

【
教
育
長
】
早
急
に
必

要
な
内
容
を
通
知
す

べ
く
心
掛
け
た
が
時
間
が
な

く
、
必
要
最
小
限
の
休
校
に

関
す
る
内
容
の
み
を
通
知
す

窓
口
は
帰
国
者
・
接
触
者
相

談
セ
ン
タ
ー
が
担
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
市
は
そ

の
情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

検
査
体
制
の
充
実
に
向
け
て

は
、
潮
来
保
健
所
に
要
望
し

て
い
き
た
い
。

市
内
で
発
症
が
確

認
さ
れ
た
場
合
、

近
く
に
相
談
先
が
あ
る
だ
け

で
も
、
市
民
の
安
心
に
繋
が

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ぜ
ひ

鉾
田
市
に
相
談
窓
口
の
設
置

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
消
毒
液
と
災
害
時
用

に
備
蓄
し
て
い
る
マ
ス
ク
は

る
に
至
っ
た
。
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
配
布

す
る
の
か
、
市
長
の
考
え
を

伺
う
。【

市
長
】
相
談
窓
口
の

設
置
に
つ
い
て
は
、

鉾
田
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
本
部
会
議
内
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
消
毒
液
及
び
備
蓄

マ
ス
ク
の
配
布
に
つ
い
て
は
、

在
庫
状
況
と
市
内
の
各
医
療

機
関
等
の
現
状
及
び
要
望
を

十
分
に
考
慮
し
た
う
え
で
対

応
し
て
い
き
た
い
。
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援
や
耐
久
性
に
つ
い
て
、
農

協
と
検
討
を
進
め
た
い
。

今
後
の
大
規
模
自
然

災
害
へ
の
対
策
等
に

つ
い
て
伺
う
。

【
総
務
部
長
】
平
時
よ

り
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
防
災
減
災
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
考
え
を
踏
ま
え
、
令
和

２
年
度
予
算
で
は
、
有
利
な

特
定
財
源
等
の
活
用
を
図
り

な
が
ら
、
防
災
減
災
に
繋
が

る
各
事
業
を
進
め
た
い
。

万
7
千
円
、
農
業
用
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
推
計
被
害
額
18
億
７

４
５
７
万
8
千
円
、
畜
産
酪

農
業
で
は
畜
舎
等
推
計
被
害

額
９
４
１
万
2
千
円
と
な
っ

て
い
る
。

大
谷
川
氾
濫
に
よ

り
、
一
部
家
屋
が

床
下
浸
水
を
被
っ
た
。
今
後

の
水
害
対
策
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
管
轄
す
る
県
に
対

し
、
必
要
な
要
望
を
行
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

【
建
設
部
長
】
県
の
令

和
２
年
度
予
算
で
、

堤
防
周
囲
の
樹
木
伐
採
と
整

健
康
と
安
心
を
支
え

る
地
域
づ
く
り
に
向

け
て
実
施
す
る
介
護
予
防
啓

発
事
業
の
取
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。【

健
康
福
祉
部
長
】
介

護
予
防
に
繋
が
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
各
地
域

に
出
向
い
て
開
催
す
る
出
前

講
座
の
実
施
、
認
知
症
や
医

療
介
護
を
内
容
と
し
た
有
識

者
に
よ
る
講
演
会
の
開
催
、

介
護
予
防
教
室
の
開
催
、
行

方
市
と
合
同
開
催
で
行
う
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導

士
３
級
養
成
講
座
等
を
実
施

台
風
15
号
と
19
号
、

そ
の
後
の
大
雨
に
よ

る
被
害
は
、
最
終
的
に
ど
の

程
度
だ
っ
た
の
か
伺
う
。

【
総
務
部
長
】
罹
災
証

明
発
行
件
数
の
把
握

数
で
、
家
屋
被
害
は
全
壊
３

件
、
大
規
模
半
壊
１
件
、
半

壊
２
件
、
一
部
損
壊
１
１
０

件
、
そ
の
他
被
害
79
件
で
あ

る
。
道
路
被
害
は
通
行
止
め

３
４
２
箇
所
、
土
砂
流
出
１

６
９
箇
所
、
冠
水
16
箇
所
で

あ
る
。

　

農
業
関
係
で
は
、
農
作
物

推
計
被
害
額
６
億
８
３
９
５

答

答

答

答

答

答

問

提
言

再
質
問

問

問

一
般
質
問　

根
嵜 

眞 

議
員　

／　

井
川 

茂
樹 

議
員

一人一人の健康と安心
を支える地域づくり

大規模自然災害
への対応

し
て
い
る
。シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
教
室
の

会
場
と
し
て
、
大
洋
地
区
は

上
島
西
小
と
白
鳥
西
小
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
使

用
し
て
い
る
が
、
大
洋
地
区

小
学
校
統
合
に
よ
っ
て
、
使

用
で
き
な
く
な
る
の
で
は
と

の
不
安
の
声
が
聞
か
れ
る
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
介
護

予
防
担
当
課
と
教
育
委
員
会

間
で
連
携
調
整
が
図
ら
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

【
健
康
福
祉
部
長
】
連

携
調
整
を
図
り
つ
つ
、

協
力
で
き
る
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
対
応
し
た
い
。

本
体
操
は
、
県
が

普
及
を
進
め
て
い

る
事
業
で
あ
る
。
そ
こ
で
県

の
福
祉
部
次
長
と
し
て
陣
頭

指
揮
を
と
っ
て
い
た
副
市
長

に
伺
う
。
こ
の
体
操
の
成
果

や
効
果
が
数
字
で
証
明
で
き

る
も
の
は
あ
る
か
。

【
副
市
長
】
体
操
教
室

へ
の
参
加
者
が
多
い

市
町
村
で
見
る
と
、
介
護
認

定
を
受
け
る
人
や
保
険
料
が

減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
数
字
以
外
に
も
指
導
士

地
、
護
岸
補
修
を
行
う
と
聞

い
て
い
る
。

【
市
長
】
県
に
対
し
、

強
く
要
望
し
て
い
る
。

九
州
で
は
災
害
に
強

い
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
建

設
が
進
ん
で
い
る
と
聞
く
。

市
内
農
家
の
方
の
判
断
材
料

に
な
る
よ
う
見
本
的
に
建
設

す
る
と
か
、
建
設
に
あ
た
っ

て
の
支
援
策
を
講
じ
る
考
え

が
あ
る
か
伺
う
。

【
産
業
経
済
部
長
】
建

設
費
用
に
課
題
が
あ

る
が
、
農
家
の
方
が
建
設
を

判
断
で
き
る
よ
う
費
用
の
支

の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出
の
場
と

し
て
、
非
常
に
重
要
な
要
素

を
担
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
も
こ
の
取
組
み
を

前
向
き
に
推
進
し
て
い
き
た

い
。

体
操
教
室
の
普
及

に
向
け
て
、
体
操

教
室
会
場
の
確
保
と
会
場
ま

で
の
移
動
手
段
、
広
報
紙
へ

の
掲
載
、
さ
ら
に
長
く
積
極

的
な
指
導
活
動
を
実
施
し
て

い
る
指
導
士
の
表
彰
制
度
を

検
討
さ
れ
た
い
。

再
質
問

再
質
問

答答 問
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一
般
質
問　

堀
田 

正
衛 

議
員　

／　

髙
埜 

栄
治 

議
員

飯名地区市有地
の利活用

文化遺産等を活か
した教育活動振興・
観光等による地域
活性化推進

昨
年
９
月
定
例
会
に

提
出
さ
れ
た
補
正
予

算
の
中
で
、
飯
名
地
区
市
有

地
の
利
活
用
に
関
す
る
基
本

構
想
計
画
委
託
料
が
計
上
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

【
総
務
部
長
】
飯
名
地

区
市
有
地
利
活
用
基

本
構
想
、
基
本
計
画
策
定
業

務
委
託
に
係
る
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
選
定
を
現

在
進
め
て
い
る
。
２
月
14
日

に
参
加
者
表
明
の
募
集
を
締

め
切
り
、
参
加
者
表
明
事
業

者
か
ら
技
術
提
案
書
の
受
付

文
化
遺
産
、
自
然
景

観
、
産
業
等
を
活
か

し
た
教
育
活
動
振
興
や
観
光

等
に
よ
る
地
域
活
性
化
推
進

に
向
け
、
本
市
の
魅
力
や
価

値
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
活

用
す
る
考
え
な
の
か
伺
う
。

【
教
育
部
長
】
社
会
科

副
読
本
を
通
し
て
、

郷
土
へ
の
関
心
や
主
体
的
な

学
習
態
度
が
身
に
つ
く
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
図
書
館
で
は
郷
土

資
料
を
研
究
者
は
じ
め
市
民

が
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
る
。

答

答

答答

答

答

答 答

問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

問

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

書
類
及
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
審
査
に
よ
っ
て
、
受

託
業
者
の
選
定
を
年
度
内
に

完
了
し
た
い
。

令
和
２
年
度
ま
で

に
基
本
構
想
、
基

本
計
画
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

る
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
基

本
構
想
の
段
階
で
議
会
や
市

民
に
対
し
内
容
を
公
表
す
る

予
定
は
あ
る
の
か
伺
う
。

【
総
務
部
長
】
今
回
の

選
定
で
、
基
本
構
想

及
び
基
本
計
画
を
発
注
す
る
。

施
設
の
理
念
、あ
る
い
は
ベ
ー

【
産
業
経
済
部
長
】
文

化
遺
産
等
を
活
か
し

た
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
に

は
、
整
備
投
資
に
見
合
っ
た
観

光
需
要
の
創
出
が
難
し
い
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

他
地
域
と
差
別
化
で
き
る
文
化

遺
産
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
需

要
の
掘
り
起
し
に
努
め
た
い
。

教
育
活
動
に
お
い
て

本
市
の
地
理・歴
史・

伝
統
文
化
等
の
様
々
な
地
域
素

材
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
文
化
財
保
護

法
等
の
改
正
に
伴
う
協
議
会
設

置
や
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

ス
と
な
る
施
設
の
配
置
や
デ

ザ
イ
ン
が
反
映
さ
れ
る
基
本

構
想
が
で
き
た
段
階
で
、
議

会
や
市
民
に
公
表
し
て
い
き

た
い
。

飯
名
地
区
の
問
題

は
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
や
っ
た
な
か
で
施
設
を

造
っ
て
ほ
し
い
と
、
ま
た
地

元
も
そ
う
い
っ
た
意
向
が
強

い
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
進
め

て
も
ら
い
た
い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
施
設
整
備

に
つ
い
て
、
最
終
的
に
市
長

は
い
つ
判
断
を
す
る
の
か
伺

う
。

【
教
育
長
】
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
を
持
つ
人
間

を
育
て
る
に
は
、
郷
土
へ
の
理

解
と
愛
情
が
必
要
で
あ
る
。
今

後
の
社
会
複
合
施
設
整
備
の
際

に
は
、
充
実
を
図
り
た
い
。

【
産
業
経
済
部
長
】
観

光
需
要
の
掘
り
起
し
や

我
々
が
不
足
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て
、
今
後
法
人
化

す
る
観
光
協
会
で
補
い
つ
つ
、

優
先
順
位
を
整
理
し
対
応
し
た

い
。
ま
た
、
文
化
財
保
護
法
改

正
に
伴
う
取
組
み
は
、
教
育
委

員
会
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

【
総
務
部
長
】
最
終
的

な
利
活
用
を
ど
う
す

る
か
に
つ
い
て
は
、
基
本
計

画
が
で
き
る
と
大
体
の
施
設

の
外
観
、
概
算
事
業
費
等
が

出
る
の
で
、
そ
の
と
き
が
判

断
す
る
時
期
と
考
え
る
。

市
長
か
ら
明
確
な

答
弁
を
聞
き
た

い
。

【
市
長
】
政
治
家
た
る

も
の
は
粛
々
と
や
ら

せ
て
い
た
だ
く
。

全
国
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
手
法
と
し
て

「
烟
田
旧
記
」
及
び
多
く
の
城

館
跡
を
ス
ト
ー
リ
ー
化
し
て

「
戦
国
常
陸
の
源
平
合
戦
」
を

テ
ー
マ
に
日
本
遺
産
へ
の
登

録
が
で
き
る
。
ま
た
、
自
然

や
産
業
景
観
を
活
か
し
、
大

き
な
経
済
効
果
を
生
む
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
用

が
考
え
ら
れ
る
。
本
市
に
は

歴
史
的
価
値
の
高
い
様
々
な

地
域
資
源
等
が
数
多
く
あ
る

の
で
、
様
々
な
角
度
か
ら
本

市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

提
言
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一
般
質
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入
江 

晃 

議
員　

／　

亀
山 

彰 

議
員

社会教育複合施設
整備事業

（徳宿小学校跡地）

安心安全に暮らせ
る 地 域 コ ミ ュ ニ
ティ形成

社
会
教
育
複
合
施
設

整
備
事
業
が
新
聞
報

道
さ
れ
、
い
い
意
味
で
大
き

な
反
響
が
あ
る
。
供
用
開
始

は
い
つ
頃
を
目
標
に
し
て
い

る
の
か
、
施
設
の
運
営
体
制

に
つ
い
て
は
決
ま
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

【
教
育
部
長
】
社
会
教

育
複
合
施
設
整
備
事

業
は
令
和
２
年
度
に
施
設
の

改
修
工
事
等
を
実
施
す
る
予

定
で
、
令
和
３
年
３
月
完
了

を
見
込
ん
で
い
る
。
改
修
工

事
完
了
後
は
、
施
設
備
品
等

の
整
備
が
必
要
と
な
る
の
で
、

安
心
安
全
に
暮
ら
せ

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
あ
る
行
政
区
を
今
後

ど
の
よ
う
に
市
は
支
援
し
、

持
続
さ
せ
る
の
か
考
え
を
伺

う
。

【
総
務
部
長
】
行
政
区

で
は
加
入
者
が
年
々

減
っ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。

そ
れ
は
経
済
的
事
情
あ
る
い

は
後
継
者
が
い
な
い
と
い
っ

た
色
々
な
事
情
が
あ
る
。

　

昨
今
議
論
に
な
っ
て
い
る

も
の
に
自
主
防
災
組
織
が
あ

る
。
非
常
時
の
自
助
、
共
助

と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
対
す
る

答

答

答

答

答

問

再
質
問

再
質
問

問

供
用
開
始
は
令
和
３
年
４
月

以
降
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
予
定
よ

り
早
く
供
用
開
始
で
き
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
順
次
の
供

用
開
始
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
施
設
の
活
用
・
運

営
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
や

関
係
団
体
等
と
協
議
を
十
分

に
行
い
、
よ
り
よ
い
活
用
・

運
営
を
検
討
し
て
い
く
。

国
体
が
大
成
功
し

た
折
、
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
を
し
っ
か
り
と
鉾
田
市

の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
維
持
し

て
い
け
れ
ば
と
提
案
し
て
き

役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
て
、

自
主
防
災
組
織
が
地
縁
的
に

形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
理

想
形
と
思
う
。

自
主
防
災
組
織
を

ど
の
よ
う
に
育
成

し
て
い
く
か
と
い
う
の
が
一

番
の
課
題
で
あ
る
と
思
う
。

区
長
の
な
り
手
も
な
い
、
そ

し
て
消
防
団
の
担
い
手
も
い

な
い
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
す
ら
入
ら
な

い
と
い
う
時
代
の
中
で
、
大

規
模
災
害
が
あ
っ
た
と
き
に
、

共
助
で
隣
近
所
の
力
を
合
わ

せ
て
一
緒
に
活
動
を
し
て
い

か
な
い
と
生
命
、財
産
を
守
っ

た
。

　

ま
た
、
旧
小
学
校
跡
地
の

有
効
活
用
と
い
う
こ
と
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
運
営
体
制
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
社
会
教
育
を
徳

宿
小
学
校
跡
地
に
集
中
し
て

行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ

が
、
体
育
館
は
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
だ
け
で
は
余
っ
て
し
ま
う

と
思
う
。
ほ
か
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
も
使
え
る
の
か

伺
う
。【

教
育
部
長
】
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
で

き
る
も
の
が
う
ま
く
活
用
で

て
い
け
な
い
と
思
う
。

行
政
と
し
て
自
主
防
災
組
織

を
ど
う
位
置
づ
け
し
て
い
く

か
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
。

一
つ
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
進
め
ら
れ
た
い
。

　

各
地
区
で
人
材
を
掘
り
起

こ
し
て
、
地
域
防
災
か
ら
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
も
う

一
度
見
直
し
、
形
成
し
て
い

く
こ
と
に
市
長
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
執
り
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

【
市
長
】
今
い
る
消
防

団
幹
部
の
方
々
及
び

き
れ
ば
、
有
効
利
用
を
図
り

た
い
。【

市
長
】
徳
宿
小
学
校

跡
地
を
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
本
場
に
し
た

い
と
思
う
。

　

４
月
か
ら
は
小
学
校
、
中

学
校
、
高
校
に
お
い
て
も
部

活
に
活
用
し
た
い
。

『
あ
の
と
き
の
国
体
、
鉾
田
市

よ
か
っ
た
ね
』
で
は
な
く
、

そ
の
後
も
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
だ
っ
た
ら
鉾
田
市
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
大
会
も
設

け
て
み
た
い
と
思
う
。

全
国
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
手
法
と
し
て

「
烟
田
旧
記
」
及
び
多
く
の
城

館
跡
を
ス
ト
ー
リ
ー
化
し
て

「
戦
国
常
陸
の
源
平
合
戦
」
を

テ
ー
マ
に
日
本
遺
産
へ
の
登

録
が
で
き
る
。
ま
た
、
自
然

や
産
業
景
観
を
活
か
し
、
大

き
な
経
済
効
果
を
生
む
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
用

が
考
え
ら
れ
る
。
本
市
に
は

歴
史
的
価
値
の
高
い
様
々
な

地
域
資
源
等
が
数
多
く
あ
る

の
で
、
様
々
な
角
度
か
ら
本

市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

Ｏ
Ｂ
も
含
め
、防
災
士
を
リ
ー

ダ
ー
と
し
た
地
域
防
災
と
い

う
違
っ
た
角
度
に
よ
り
行
政

の
一
体
感
が
持
て
る
と
思
う
。

　

行
政
は
区
長
、
防
災
・
災

害
に
つ
い
て
は
消
防
団
と
い

う
の
は
、
こ
れ
は
誰
も
が
認

め
て
い
る
の
で
、
そ
の
方
々

に
も
う
一
度
力
を
か
り
て
、

そ
の
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を

図
り
た
い
。地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
取
れ
る
鉾

田
市
に
す
べ
く
活
動
願
う
。

私
も
そ
れ
を
担
っ
て
い
き
た

い
と
思
う
。

意
見
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水
上 

美
智
子 

議
員　
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小
沼 

勝 

議
員

GIGAスクール構
想に対する本市の
　  　　 取り組み

東京電力の業務
システム障害

文
部
科
学
省
の
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

で
は
、
児
童
生
徒
向
け
の
端

末
を
１
人
１
台
が
持
つ
教
育

環
境
の
整
備
と
あ
る
が
、
本

市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
現
状
を

伺
う
。【

教
育
部
長
】
平
成
26

年
度
か
ら
平
成
28
年

度
に
小
中
学
校
に
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
整
備
し
、
こ
れ
に
伴

い
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を

導
入
し
、
パ
ソ
コ
ン
が
身
近

な
も
の
と
し
て
慣
れ
親
し
む

こ
と
の
で
き
る
環
境
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

東
京
電
力
の
電
力
供
給

に
お
い
て
、
電
圧
フ
リ
ッ

カ
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
障
害
が
鉾
田

市
内
で
起
き
て
い
る
が
、
そ
の
原

因
と
対
応
、
周
知
に
関
す
る
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
総
務
部
長
】
東
京
電
力

パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会

社
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
鉾
田
市

に
た
く
さ
ん
存
在
す
る
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
（
太
陽
光
発
電
）
な
ど
か
ら

電
力
需
要
以
上
の
供
給
が
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
電
圧
フ
リ
ッ
カ

が
起
き
や
す
い
状
態
に
な
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
、
こ
の
状
況
は
看
過

答

答

答

答

答

問

再
質
問

再
質
問

問

問

　

さ
ら
に
、
令
和
元
年
度
に

は
、
普
通
教
室
に
大
型
モ
ニ

タ
ー
を
整
備
し
て
、
普
通
教

室
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学

習
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
す
る
社
会
や
急
速
な
情
報

化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
こ
れ

に
伴
い
、
世
界
規
模
の
最
先
端

の
教
育
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

本
市
で
の
事
業
の
整
備
は
、

今
定
例
会
で
補
正
予
算
を
計

で
き
な
い
た
め
、
東
京
電
力
に
対

し
早
期
に
収
束
す
る
よ
う
求
め
る

と
と
も
に
、
周
知
に
関
し
て
も
広

く
市
民
に
周
知
す
る
よ
う
要
望
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
あ
ら
た
め
て
文
書
で
も

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式

会
社
に
対
し
、
市
長
名
で
早
期
の

解
決
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
障
害
を
周

知
す
る
た
め
、
市
の

広
報
紙
や
防
災
無
線
等
を
活
用
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

【
総
務
部
長
】電
圧
フ
リ
ッ

カ
の
要
因
、
内
容
、
現
象
、

ど
う
い
う
不
具
合
が
生
じ
る
の
か

上
し
、
令
和
２
年
度
の
完
了

を
目
指
す
。国

か
ら
の
補
助
は

ど
の
く
ら
い
出
る

の
か
。
そ
し
て
、
市
の
持
ち

出
し
は
何
割
く
ら
い
に
な
る

の
か
。
ま
た
小
学
校
は
何
台
、

中
学
校
は
何
台
く
ら
い
の
備

品
が
入
る
の
か
伺
う
。

【
教
育
部
長
】
工
事
請

負
と
備
品
購
入
に
は

補
正
予
算
債
が
適
用
で
き
、

約
60
％
の
交
付
税
措
置
と
な

る
。
概
ね
６
割
程
度
が
国
か

ら
補
助
さ
れ
、
４
割
が
市
の

持
ち
出
し
と
な
る
と
見
込
ん

と
い
う
こ
と
を
市
民
に
周
知
す
る

の
が
重
要
だ
と
思
う
。

　

東
京
電
力
か
ら
要
請
が
あ
れ

ば
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
は
可
能
で

あ
る
が
、
防
災
無
線
で
は
、
説
明

が
長
い
と
情
報
が
伝
わ
り
に
く
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。

太
陽
光
発
電
事
業
者
は

許
可
申
請
時
に
、
電
圧

フ
リ
ッ
カ
が
起
き
る
と
の
認
識
は

無
い
と
思
う
。
今
後
、
許
可
申
請

時
に
ど
の
よ
う
な
対
処
を
す
る
の

か
。

【
市
民
部
長
】10
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
上
の
低
圧
太
陽
光
発

電
設
備
を
有
す
る
発
電
事
業
者
に

で
い
る
。

　

端
末
の
整
備
数
は
中
学
校

と
小
学
校
で
３
２
０
０
台
ぐ

ら
い
を
購
入
す
る
予
定
で
あ

る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
実
現
に

向
け
て
、
鉾
田
市
は
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
て
評
価

す
る
。
こ
の
事
業
が
成
功
す

る
よ
う
祈
念
す
る
。

は
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

設
定
変
更
の
協
力
を
求
め
ら
れ
た

際
に
は
、
こ
れ
に
協
力
す
る
義
務

が
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
よ
う

努
め
る
。

　

な
お
、
東
京
電
力
、
経
済
産
業

省
で
は
各
事
業
者
に
向
け
て
電
圧

フ
リ
ッ
カ
対
策
に
協
力
す
る
よ
う

要
請
を
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

※
電
圧
フ
リ
ッ
カ
と
は
、
負
荷
の

変
動
に
よ
っ
て
配
電
電
圧
が
短

時
間
の
周
期
的
変
動
を
連
続

的
に
繰
り
返
す
現
象
で
あ
り
、

照
明
の
ち
ら
つ
き
や
機
器
の
動

作
不
良
な
ど
の
悪
影
響
を
生

じ
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

意
見
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議  会  活  動

委 員 会 活 動

議員研修会「タブレット端末の議会における活用について」（２月19日）

議会運営委員会視察研修 （２月12日～ 13日）

目 的  タブレット端末を活用した議会ＩＣＴ化の取り組みの参考とする。

視察目的  より開かれた議会を実現するため、議会運営等に関する先進的な取り組みを調査研究する。

　多くの議会で導入が進められているタブレット端末の活用状況や、ペーパーレス化による事務作
業の効率化やコスト削減などといった効果について説明を受けました。
　また、タブレット端末に自ら触れる機会の少ない議員も実際に操作しました。

　両市議会ともに議員間での討議を積極的に行い、議会としての意見を集約することに努めてい
ました。議会としての意見を集約するための判断材料として、市民の声に耳を傾けることが非常
に重要なことであると感じました。

　西脇市議会は、議会改革への取り組みに加え、市民
の関心や議会の魅力度などを調査する「議会活力度」の
トップとなり全国から注目されている議会です。
　議会報告会を40もの自治会単位で開催しているほか、
市民団体と常任委員会との意見交換会など、市民の声
や意見を積極的に聞き取ることに重点を置いています。
　また、議員個人が一般質問で提案したことを常任委
員会で検討し、必要に応じて所管事務調査を開催して
執行部の取り組みに対する追跡調査を行います。さら
に、議会での議決を経て執行部に対し政策の申し入れ
を行うなど、特徴的な議会運営を行っていました。

　加東市議会は政務活動費がなく、会派が無
い状態で、いかに政策立案能力を向上させて
いくかを念頭に『政策議会への脱皮』を図るた
めの先進的な取り組みを行っています。
　議員の資質向上を目指し、議員個人が参加
する研修会に対して負担金や旅費などを支給
しています。また、決算委員会では質疑が終
結した後に、改めて委員同志での討議を行う
時間をとり、決算審議で課題となった市政の
問題点を整理するなど、執行部に対し政策提
言ができる体制を構築していました。

兵庫県
西脇市

兵庫県
加東市市民の声や意見を反映した議会活動 政策議会を目指して

分厚い予算書や議案書、たくさんの資料をタブ
レットに収納。資料を見ながら説明するなど、
市民とのコミュニケーションにも活用できます。

災害のときなど、地域の被害の様子
を写真に撮って送付するなど、非常
時の情報共有にも活用できます。  
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委 員 会 活 動　
百里基地・茨城空港に関する調査特別委員会視察研修 （1月16日～ 17日）

原子力施設の安全に関する調査特別委員会視察研修 （1月29日～ 30日）

視察目的  百里基地及び地方空港における騒音・安全対策等の取り組みを調査する。

視察目的  発電所が取り組む安全対策や再稼働に向けた動き等について調査する。

　百里基地から離着陸する戦闘機の騒音
や機体の不具合による火災、部品等の落
下など様々な事故の発生は、本市が長年
抱える懸案事項です。
　百里基地は、首都圏唯一の戦闘機保有
部隊として、24時間365日の領空警戒監
視業務や、多発する豪雨や台風、地震な
どの災害発生時の際の災害派遣・捜索救
難活動など重要な役割りを担っています。
また、周辺自治体や住民との連携強化に
努める取り組みとして、基地見学の受け
入れや航空祭の開催などを実施している
とのことでした。　
　戦闘機からの騒音問題については、住
民目線に立ち、できる限りの善処を図り
たいとの説明でした。

　柏崎刈羽原子力発電所には、東海第二発電所と同型の沸騰水型
原子炉7基が建設されています。現在はすべて稼働を停止してい
ますが、福島第一原子力発電所事故の教訓を踏まえた様々な対策
に取り組んでいました。

①津波による衝撃や浸水から重要な設備を守る取り組み
　柏崎刈羽原子力発電所では、6.8ｍの津波が想定されている
ことから、海抜15ｍの高さの鉄筋コンクリート製防潮堤や防潮
壁、防潮板などを設置しています。

②原子炉等を冷やし続ける電源を絶やさないための取り組み
　移動式の電源車や、全電源を失った場合でも原子炉へ注水可
能な設備など、有事の際に電源を確保するための対策や原子炉
等を冷やし続けるための設備や手段が何重にも整備されていま
す。またこれらは、同時に使用不能とならないように、発電所敷
地内の津波の影響を受けない高台に分散して配備されています。

　民間航空機が離着陸する福島空港では、航空機の飛
行経路にあたる8地点の騒音レベル調査を実施してい
ました。また、航空機がテレビ電波受信状態に及ぼす
影響の対策として共同アンテナ20基を設置し、対象と
なる1市2町1村の約3,200世帯に配信しています。こ
の他にも、空港内の凍結防止対策によって生じる排水
の一部が、農業用水に利用されていることから、毎年
2回の水質検査を実施するなど様々な周辺地域対策が
行われていました。　

百里基地

柏崎刈羽
原発

福島空港騒音問題への対応と
事故再発防止を求めて

福島第一原子力発電所事故の教訓を踏まえて 

地方空港の周辺地域対策は

　騒音や多発する事故による市民の不安解消に
向け、関係機関への要望活動はもとより、百里
基地並びに茨城空港に対して、情報の開示と再
発の防止を強く求め、今後の動向を注視してま
いります。

　老朽化が懸念される東海第
二原発の再稼働に向けた動向
や、住民説明会が実施され策
定が進められている広域避難
計画の進捗についても注視し
てまいります。
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令和元年度議会報告会令和元年度議会報告会
『議会と市民との意見交換会』『議会と市民との意見交換会』開催開催

65名の参加者から多くのご意見やご質問をいただきました。65名の参加者から多くのご意見やご質問をいただきました。
その一部をご紹介します。その一部をご紹介します。

・高齢者や子ども、障害者など市民が利
用しやすい施設になるよう要望してほ
しい。

・文化複合施設建設は合併時の合意事
項。早急な実現を要望してほしい。

・市民の声や意見が取り入れられる仕組
みを要望してほしい。

・鹿嶋市のようなコミュニティバス
の運行を要望してほしい。

・デマンドタクシーの運行範囲拡大
を要望してほしい。

・高齢者が利用しやすいよう、大洗
鹿島線のホームにエレベーター
設置を要望してほしい。

・昨年、東海第二原発再稼働反対の署名を集め市長に提出したが、何の音沙汰もない。
議会からも再稼働反対の声をあげて欲しい。

・避難の計画は実現性に疑問が残る。避難が必要とならないよう、廃炉を求めてほしい。

・人口減少は本市の一番の課題。様々な行
政を視察しながら、人口減少対策を先進
的に推進して欲しい。

・昨年の出生数が210人。行政区未加入世
帯の増加や空家問題、子育て支援などの
課題解決に向けて、議会からも声をあげ
てほしい。

・石岡市や龍ケ崎市では子育て支援の充
実に向けて、学童保育に充てる予算が
増となっている。鉾田市はどうか。

・廃校利活用の案は出ているが、市や
議会は活用の具体例は考えているか。

・農協と手を組み、野菜加工場を作れ
ないか要望してほしい。

・通学路にある危険箇所に防犯カメラ設置を
要望してほしい。

・生活道路整備が計画されている路線の開示
はしてもらえるのか。

・区に加入していない市民からも整備要望で
きる仕組みを要望してほしい。

飯名地区市有地利活用について

公共交通について

東海第二原子力発電所について

人口減少について

子育て支援と拠点施設について 廃校利活用について

生活道路の整備について

報告会で出された意見や市に対する要望などをまとめ、市長に提出しました。
いただいたアンケートにつきましても、今後の議会活動の参考とさせていただきます。
たくさんのご意見ありがとうございました。

鉾田着物リフォームクラブ手作りマスク寄贈
　４月９日、鉾田着物リフォームクラブ（代表 小松﨑 三枝さ
ん）の皆さんから、新型コロナウイルス感染症拡大によるマス
クの品薄状態が続いていることを受け、鉾田市議会に心温ま
る手作りのマスクが贈られました。 

Topics
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令和2年第2回定例会（6月）定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

5/24 25 26 27 28 29 30

31 6/1 2 3 4
本会議

（開会）

5 6

7 8 9
一般質問

10
一般質問

11
一般質問

12 13

14 15
常任

委員会

16
常任

委員会

17
常任

委員会

18 19
本会議

（閉会）

20

21 22 23 24 25 26 27

※日程は変更になる場合があります。

令和元年第3回定例会延べ傍聴者数	 37名
議会映像配信視聴数	 403アクセス
	 （令和2年3月3日〜令和2年4月6日）

編 集 後 記編 集 後 記

編
集
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傍 聴 者 の 声

議会を傍聴してみませんか!
次回の定例会は

6月4日㈭〜
開会は午前10時です

事前の予約は不要ですので、市役所3階事務局前
にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。
※日程は変更になる場合があります。

　初めて市議会を傍聴させて頂きました。
少子化対策や若年者定住の施策、郷土教
育、観光についての質問で、ちょうど私
にとっても身近で関心のある内容となっ
ていました。
　東京からUターンで戻ってきましたが、
鉾田市に住む私と同世代の人は多くあり
ません。若者も郷土に愛着を持ち、戻っ
てきたい、ずっと住んでいたいと思える
ような、誰からも愛される鉾田市になっ
ていくことを願います。今回の傍聴で、
鉾田市が現在取り組んでいる内容を知る
ことが出来てよかったです。
　是非、鉾田市民の皆様にも積極的に傍
聴して欲しいなと思います。

鉾田市子生
浅倉　千夏

　災害の多かった平成時代から災禍のない令
和をどれだけの国民が期待していたことで
しょう。しかし、新型コロナウイルスは世界
を震撼させ、私たちの暮らしにも影を落とし
ています。生業である経済活動も停滞し、教
育福祉コミュニティも機能していません。本
市議会としてもアイディアを出し合い執行部
とともにできることは速やかに取り組んでい
く必要があると考えます。
　さて、『議会だより』の編集課題の一つは、
議会及び議員活動について的確に伝えられて
いるかということです。特に、議案審議のた
めの研究と議論の在り方及び議員提言が行政
サービス向上に繋がっているかの追跡などお
伝えすべき課題解決にも取り組んで参ります。
　なお、当該広報とともに議会映像配信視聴
を併用して議会チェックをお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　（髙埜栄治　記）

委 員 長　水上　美智子
副委員長　鬼澤　治男
委　　員　根嵜　　眞　　髙埜　栄治
　　　　　羽成　洋一　　土子　勝也


